
熱海市と海上自衛隊が海上応急給水訓練を初めて実施

こ
の
訓
練
は
、
能
登
半
島
地
震
の
際
に
実
施
さ
れ
た
海
上
給
水
を
参
考
に
、
手
順
や
必

離
島
へ
の
補
給
訓
練
も
視
野
に
入
れ
て
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
関
係

続
し
て
船
の
タ
ン
ク
に
１
０
ト
ン
の
水
を
給
水
し
た
。

訓
練
を
終
え
た
熱
海
市
の
担
当
者
は
「
海
上
自
衛
隊
と
の
給
水
訓
練
は
初
め
て
だ
っ
た

海
上
自
衛
隊
の
水
中
処
分
母
船
３
号
、
熱
海
市
水
道
温
泉
課
、
熱
海
市
消
防
本
部
が
参

か
っ
た
熱
海
市
か
ら
海
上
自
衛
隊
艦
艇
に
よ
る
応
急
給
水
支
援
を
行
う
想
定
で
行
わ
れ
た
。

だ
っ
た
」
と
成
果
を
語
っ
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
自
治
体
や
部
隊
と
の
懸
け
橋
と
し
て
調
整
を
行
い
、
地
域
の
防

熱
海
港
七
半
岸
壁
（
熱
海
市
）
で
行
わ
れ
た
熱
海
市
と
海
上
自
衛
隊
水
中
処
分
母
船
３
号

当
者
が
船
上
と
岸
壁
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
船
と
車
両
を
ホ
ー
ス
で
繋
ぎ
、
接
続
や
水

要
事
項
の
確
認
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
目
的
で
初
め
て
行
わ
れ
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
田
代
裕
久
１
等
陸
佐
）
は
１
１
月
５
日
（
火
）、

圧
の
具
合
な
ど
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
水
中
処
分
母
船
船
長
の
山
田
努
１
等
海
尉
は
「
船
か
ら
消
防
車
や
給
水
車
へ
給

強
化
に
意
欲
を
見
せ
た
。

水
す
る
訓
練
は
初
め
て
行
っ
た
。
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
有
意
義
な
機
会

災
に
貢
献
し
て
い
く
。

加
し
、
第
１
部
は
、
大
規
模
地
震
に
よ
り
市
内
全
域
が
断
水
、
孤
立
状
態
と
な
っ
た
想
定

第
２
部
は
、
伊
豆
半
島
南
側
で
地
震
に
よ
る
断
水
、
孤
立
状
態
が
発
生
、
被
害
が
小
さ

岸
壁
の
消
火
栓
か
ら
消
防
隊
員
が
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
、
乗
員
が
船
上
の
真
水
搭
載
口
に
接

が
、
全
体
を
通
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
熱
海
市
に
は
初
島
が
あ
る
た
め
、

で
、
船
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
車
や
市
の
応
急
給
水
車
へ
の
給
水
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担

の
海
上
応
急
給
水
訓
練
に
協
力
し
た
。


